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• 作品名 ケンとフシギなクモ糸工場

• 目的 小学校中学年から中学生に科学に興味を持ってもらう、親しみやすさ

• 方法 無印の絵本ノート（14p）、実物は色鉛筆のみ、プレゼン用にイラストレータ

• なぜ小人視点なのか

親しみやすい雰囲気になる（キャラクターに感情移入しやすい）

子どもや初心者にも伝わりやすい（巨大な実験器具や環境とキャラの対比がわかりやすい）

ミクロの世界を冒険しているようなワクワク感が出せる

現実では見えない「空気や細菌の世界」を楽しく表現できる

子ども向け、学習漫画、啓発活動→小人視点！



ケンとフシギなクモ糸工場





























おしまい



得られた成果

• 作品として絵本を初めて作ったこと

• 研究者には社会とつながる専門家という立場が求められる

• 他の人と共有

• 顕微鏡から覗く美しさ、研究室の日常

• 自然と人工が融合する鮮やかな光景

• 自分なりにアートと掛け合わせられた
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